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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

モデレーター◦続きまして、山本建材様にお伺いいた
します。貴社では廃棄物リサイクルなど、事業を通し
てSDGsに貢献されていらっしゃいますが、改めて循
環型社会を目指す具体的な取り組みや、グリーンボン
ドへの投資理由などをご紹介いただけますでしょうか。
山本建材 山本◦山本建材は、昭和47年（1972年）よ
り三重県志摩市にて地域に根差した事業活動を営む総
合建設、建材運送会社です。一般／廃棄物処理から、
分別・回収・収集を行なう収集運搬業のほか、造成・
舗装・道路改良工事といった大規模な建設事業、住
宅・一般家屋の解体などを行っています。弊社が立地
する三重県志摩市は、2016年の伊勢志摩サミットの
舞台であり、また2023年のG７交通大臣会合の開催
地でもある伊勢志摩国立公園を擁することなどから、
環境への配慮が特に重要な地域であると考えており、
事業を通じた「循環型社会の構築」をテーマに掲げて

います。
「循環型社会の構築」に向けた事業を通じた具体的な取り組みとして、建設工事や解体工事等に伴う

廃棄物のリサイクル事業に力を入れています。志摩市内に自社所有の各種リサイクル施設・廃棄物処理
施設を備えるとともに、三重県内全域にパレットと呼ばれる鉄製のダストボックス800台超をお客様
のご要望にお応えする形で設置し、ここにありとあらゆる廃棄物を回収しながら、処理・リサイクルを
行っています。私どもが扱う工事は、民間の造成工事をはじめ、公共施設や道路工事など多岐にわたり
ますが、海岸の耐震工事や水害対策など今回のグリーンボンドに関連するような工事も行っています。
また解体工事においても、ビルや橋梁の解体から一般の住宅の解体、船舶の解体まであらゆる解体実績
があります。公共・民間を問わず多様な施設・設備等の解体に携わっていますが、廃棄物のおよそ8割
は私どもでリサイクル処理し、それが叶わないものは適切な処理業者に最終処分を委託しています。

弊社では、長年培ったノウハウを活かして、独自の廃棄物運搬・処理・リサイクルシステムを構築し
ています。県内全域から回収された廃棄物を選別ラインに乗せ、最終的に20数品目に振り分けること
が可能です。マテリアルとしてリサイクルできる品目は、軽油代替燃料からプラ原料、RPF、木材チッ

地域と美しい未来へ―
循環型社会の創造に向けた山本建材の挑戦 ／株式会社 山本建材

明いたします。本制度は三重県内におけるSDGsの普及啓発を念頭に、企業や団体等がSDGsに向けた
取り組みを考えるきっかけづくりのサポートを目指しており、当行はサステナブルローンなどのサービ
ス提供を通じてお客様の取り組みを支援します。地域に根差した金融機関として、SDGsを浸透させる
ことは当行グループの使命であると考えています。今後もセミナー開催やパートナー登録制度、各種コ
ンサルティングなどを通じて三重県におけるサステナビリティ推進に貢献していきます。
モデレーター◦ありがとうございます。御行では金融をはじめ、幅広い分野においてSDGsに関する取
り組みをされていることを大変よく理解することができました。

株式会社 山本建材 代表取締役

山本 和宏 様
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プなど多岐にわたり、それぞれを専門の業者に販売し、リサイクルするシステムとなっています。中に
は廃食油（天ぷら油）からバイオディーゼル燃料を生み出し、混合ゴミを化石燃料に依存しない次世代
燃料「RPF」に生まれ変わらせるといった先進的な取り組みもあります。また枝木・伐採木・伐採根・
枯草からボイラー燃料やバーク材を生み出す取り組みも進めています。さらには以前、堆肥を扱ってい
たつながりから、地元から依頼される形で一町（3,000坪）ほどの休耕田を活用した稲作も行っていま
す。このほか社会貢献活動として、インターンシップ受け入れや環境学習、工場見学の受け入れも積極
的に行うほか、地元の環境団体によるビーチクリーン活動および調査などにも協力しています。

弊社は大きな会社ではないですが、地域のため
にできることを地道にやっていこうという考えのも
と、事業を通じた社会貢献に力を入れてきました。
今回、「みえグリーンボンド」への投資に至った経
緯としても、集まった資金が地域のためになるとい
う点に共感したことが第一の理由であり、また弊社
自身もそれらの工事を間接的に受注することで、地
域のためになれるのではという思いがありました。
これからも地域の未来を見据えて事業活動を展開し

ながら、地域に根差した資源循環を進めることで、循環型社会の創造を目指していきます。
モデレーター◦ありがとうございました。リサイクルとひとことで言っても、その取り組みは非常に多
岐に及んでいることがよく分かりました。事業そのものについてもSDGsに資する取り組みがたくさん
あり、また社会貢献にも力をいれていらっしゃる企業姿勢に大変感銘を受けました。

■ 株式会社山本建材での廃食油（天ぷら油）リサイクルの取り組み

出所：山本建材

■ 休耕田を利用した稲作
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モデレーター◦続きまして、コープみえ様にお伺いい
たします。百五銀行・阿部様にご紹介いただきました

「三重SDGs推進パートナー」におきましてはコープ
みえ様もその一員として名を連ねておられます。改め
て、グリーンボンド購入の背景やSDGs関連の取り組
みについてお話しいただけますでしょうか。
コープみえ 田中◦コープみえは、2003年3月に三
重県内にあった４つの生協が合併して設立され、今
年で20周年を迎えます。事業内容としては宅配、店
舗、夕食宅配、福祉、共済、旅行・サービス、住まい
等が挙げられ、活動地域は三重県全域にわたっていま
す。生協は数ある協同組合の１つで、消費者一人ひと
りが出資金を出し合い、協同で運営・利用する非営利
の団体です。現在コープみえの組合員数は約20万人
となっています。
「みえグリーンボンド」への投資の経緯については、

今回の座談会を主催する岡三証券さんより、「みえグリーンボンド」（令和4年度）の情報をいただいたこ
とがきっかけとなります。生協は組合員が協同して自らの願いをかなえる自主的な組織です。組合員よ
り預かった出資金を元にさまざまな事業を展開しています。資産運用に向けては、事業の目的や資金の
性質に応じて安全かつ効率的に運用していくことが求められますが、「みえグリーンボンド」の内容は
コープみえが掲げる環境政策と非常に合致しており、資金運用を通じて三重県の環境施策への貢献を果
たしたいということで応募させていただきました。

ちなみにコープみえが掲げる環境政策は、①低炭素社会の実現 ②循環型社会の実現 ③自然との共生
社会の実現 ④環境にやさしい商品の普及の「4つの柱」からなり、それぞれのテーマに基づき具体的
な取り組みを行っています。また
2019年6月 に は、SDGsを 組 織
と地域の中に広げ合い推進すべく

「コープみえSDGs行動宣言」を
採択しました。そもそもの成り立
ちが地域の互助組織である私たち
は、“つながりあう安心、笑顔が輝
く くらし”の基本理念のもと、誰
もが笑顔で暮らすことのできる持
続可能な社会の実現を目指し、さ
まざまな取り組みを通じて地域の諸課題の解決に努めてきました。SDGsへの貢献は、私たちの基本理
念に通じるところが多く、今後も組合員とともに持続可能な社会づくりに取り組む意思を改めて示すべ
く、コープみえとしてSDGs行動宣言を発したという経緯となります。

コープみえでは、多様な活動を通じてSDGs達成に向けた貢献を目指しています。中でも重要な取り

地域に根差したSDGs達成に向けた取り組み―
つながりあう安心、笑顔が輝く くらしをめざして ／生活協同組合コープみえ

生活協同組合コープみえ 組織活動推進部 次長

田中 浩 様

■ コープみえの環境政策「4つの柱」

出所：コープみえ



15

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

組みとして、「持続可能な生産と消費のために」地域産業と連携した商品開発に注力しており、組合の
願いに応える商品づくり、生産者と消費者をつなぐ産消提携活動に取り組んでいます。例えば、2021
年度に開発した三重県産真鯛のカルパッチョは、コロナ禍で外食産業からの注文が減り、出荷先を探し
ていた県内の養殖生産者と、地元の安全・安心な魚が食べたいという組合員のニーズがうまくマッチし
て誕生した商品となります。商品は予想を大きく超える注文をいただき、これを機会にコープの利用を
開始、あるいは再開する方も増えました。また、地域・環境に配慮したエシカル消費の啓発・普及にも
努めており、コアノンロールという環境配慮型のトイレットペーパーを1パックお求めいただくごとに
1円を、ユニセフを通じてアンゴラ共和国に寄付し、地域の学校づくりに役立てるという活動も進めて
います。2021年11月から2022年までに集まった寄付金は、総額で1,400万円以上に上っています。
ほかにも北海道野付郡における植樹活動、沖縄県恩納村のサンゴ再生活動、インドネシアのマングロー
ブ植樹と商品の利用が自然の再生活動につながる取り組みなどを行っています。また紅茶の産地である
スリランカの子どもたちにスクールバッグを贈るプロジェクトなど、さまざまな取り組みを継続的に
行っています。

SDGsへの貢献につながる特に重要なテーマとして、「地球温暖化対策の推進と再生エネルギーの利
用・普及活動」にも取り組んでいます。環境マネジメントシステムISO14001の規格に基づいた環境
負荷低減の取り組みのほか、電力供給会社を再生可能エネルギー主体の会社に切り替え、CO₂排出の
削減を推進してきました。現在はさらに高い目標を目指して、2030年度の具体的な温室効果ガス排出
削減目標の見直しを進めているところです。
「誰もが安心してくらし続けられる地域社会づくりへの参加」も、地域とともに歩んできた私たちに

とって重要な指針となっています。私たちの宅配事業は直接、組合員のお宅に伺う業態であり、特に夕
食の宅配では毎日配達を行うことから、高齢の組合員の方々の異変などにも気づきやすい状況にありま
す。コープみえではこうしたメリットを活かした見守り活動を実施しており、地域と連携して高齢者が
安心して暮らせる地域づくりに貢献しています。今回、紹介させていただいた事例は活動の一部です。
これからも私たちは基本理念のもと、組合員との絆を大切に、暮らしの願いをかなえる取り組みを一層
進めていきたいと考えています。
モデレーター◦ありがとうございました。地域に根差したSDGsへの貢献といったテーマについて、た
くさんの事例とともにご紹介いただきました。地域に軸足を置きつつ、国際的な面でも貢献を目指して
いる点が大変印象的でした。我々といたしても機会がありましたら、ぜひご協力させていただければと
思います。

■ 持続可能な生産と消費のために

出所：コープみえ
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モデレーター◦最後にネッツトヨタ三重様にお伺いい
たします。今回の「みえグリーンボンド」の資金充当
先の1つに『電気自動車・ハイブリッド自動車等の購
入』とあるように、脱炭素において自動車業界の取り
組みは重要な観点であると存じます。改めて、貴社に
おける脱炭素の取り組みや現状について、お伺いでき
ますでしょうか。
ネッツトヨタ三重 渡辺◦ネッツトヨタ三重は、1967
年の創業当初よりお客様との絆を大切にした地域密着
型の自動車販売店として、地域ひいては三重県から必
要とされる会社づくりを目指しています。昨今、世界
的な課題として「カーボンニュートラル」「脱炭素」が
叫ばれる中、私たち販売店やメーカーを含めた自動車
産業は、非常に重要な役割、責任を担っているものと
理解しています。今回、弊社が「みえグリーンボンド」
に投資させていただいたのも、その内容が、自動車業

界が抱える課題の解決に向けた方向性と合致したことが大きな理由としてあります。
カーボンニュートラルを達成するためには、走行段階で多くの温室効果ガスを排出している自動車分

野での対策は重要な要素となります。脱炭素に向けて、将来的には自動車の主流はEVになると考えら
れていますが、こと日本においてはエネルギーの多くをCO₂の排出量が多い火力発電に頼っている現
状があります。そのため、各地域事情に応じてHEV・PHV・EV・FCVなどのさまざまな選択肢を提
供しつつ、最終的なカーボンニュートラルという大目標に向けて、前進していくことになります。

例えば今の日本において、環境性能の高いいわゆるハイブリッド車（HEV）は既に大いに市民権を得
ているものと捉えています。私たち自動車販売店としてはハイブリッド車の燃費を伸ばす運転の仕方や
メンテナンスといった面からの広報・サポート等を通じて、地域に貢献していきたいと考えています。

ネッツトヨタ三重株式会社 管理部 総務グループ 副部長

渡辺 勇一 様

脱炭素を見据えた県内自動車販売店の取り組み
／ネッツトヨタ三重株式会社

出所：ネッツトヨタ三重
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また、今後EVの普及を見据えるという意味では、ディーラーを含めた各店舗への充電器・急速充電
器の設置や24時間開放といったインフラ面での整備が非常に重要な要素となってくるため、こうした
サービスが提供できる体制づくりを順次整えていっているところです。

続いて、ネッツトヨタ三重としてのSDGs達成に向けた取り組みについてご紹介します。環境に配慮
した取り組みとしては、平成20年（2008年）に弊社の創業40周年の記念事業として、松阪市ととも
に立ち上げた「ネッツの森」の植栽・育林活動が挙げられます。10年の節目に松阪市に森を返還する
まで、地道に活動を続け、地域の方々との絆をさらに深める取り組みになったものと考えています。

出所：ネッツトヨタ三重

■ ネッツの森

同じく環境に配慮した取り組みとして、販売店の店舗改装・改築にあたり三重県産の木材を積極的に
活用する「木づかい」宣言があります。弊社はその第一号登録者として、これまで6店舗において、木
のぬくもりが感じられる癒しの空間づくりに三重
県産の木材を活用してきました。ほかにも、弊社
のお子様会員「チューリップくらぶ」による海
岸清掃活動や、海岸の清掃活動を通じて伊勢湾の
再生を図るプロジェクト「トヨタソーシャルフェ
ス」にも参加しています。

また地域に密着した店舗としてのあり方を模索
する中では、人にやさしい取り組みにも注力して
います。現在、お客様および社員のために全店舗
にAEDを設置し、年2回の防災訓練時に講習会を
行っています。さらには各店舗に非常食や毛布、簡易トイレといった災害備蓄品を保管するなど、万が
一の災害時に備える活動も継続しています。これからも環境や人に配慮した取り組みを通じてさまざま
な課題解決に貢献し、地域になくてはならない存在であり続けたいと考えています。
モデレーター◦渡辺様、ありがとうございました。脱炭素化に向けて、トヨタグループ全体が一丸となっ
て取り組まれていることが分かりました。また地域の皆様、そして社員一人ひとりを思いやる、貴社の
SDGsに関する施策にも大変感動いたしました。

出所：ネッツトヨタ三重
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カーボンニュートラル推進に向け、CEV補助金の拡大を

モデレーター◦ここからは「みえグリーンボンド」に出資いただいた各投資家様と三重県様とのディス
カッションの場とさせていただきます。せっかくの機会ですので、投資家の皆様から三重県様に対して
ご質問やご要望があればお願いいたします。
ネッツトヨタ三重 渡辺◦三重県に対する要望、あるいは期待ということで発言させていただくと、EV
やPHV、ハイブリッド車といったより環境性能の高いCEV（Clean Energy Vehicle）の普及促進に向
けて、補助金の支出をご検討いただきたいと考えております。例えば、現在、トヨタではガソリン車と
ハイブリッド車の２タイプのモデルをご用意している車種は数多くありますが、値段で比較するとハイ
ブリッド車の方が30～50万円ほど高く設定されており、結果として、ガソリン車を選ぶ人がまだま
だ多い状況となっています。PHVやEVに関しては国からCEV補助金※1が用意されていますが、その
上乗せという形で三重県からの補助制度があれば、ドライバーの環境意識も年々高まっていることです
し、より普及が進む可能性は高いと思います。また近年はEVの充電施設が大型スーパーなどに設置さ
れるケースが増えていますが、公共施設や観光地などにもEVの充電施設の設置が進めば、県内におけ
るCEVの一層の普及にもつながるのではないでしょうか。
三重県 大西◦ご意見をいただき、ありがとうございます。カーボンニュートラルを見据えた次世代自
動車の普及に向けた取り組みとして、国から出るCEV補助金のほか、県の補助金を上乗せしている地
方自治体もあると聞いています。その効果等については、当県においても研究を進めているところで
す。また公共施設や観光施設などにおけるEVの充電施設に関しては、国の補助金等が充実しているこ

ディスカッション
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ともあり、三重県においても普及につなげるモデルということで県営施設に既に6基の充電設備を設置
しました。今後の普及促進に向けては、利用者の声などに耳を傾けつつ、利便性やサービスの向上と
いった観点やその必要性も踏まえて、積極的に検討していきたいと考えています。
百五銀行 阿部◦当行では温室効果ガス排出量の削減目標に「2030年度末ネットゼロ」を掲げており、
その達成に向けてはEVの導入が欠かせないと考えています。とはいえ現在、まだまだEVの販売は少
ない状況ですし、充電設備等も整っていないことから、導入のハードルは高いと考えています。先ほど
ネッツトヨタ三重の渡辺さんもおっしゃっていた通り、補助金などの公的なサポートに期待するところ
は大きいです。ガソリン車も当面は残っていくことになるとは思いますが、こうした状況において国全
体としてカーボンニュートラルを推し進めていくには、J-クレジット制度の活用やGXリーグ※2の実装
など、産学官金の積極的な連携がカギになってくると考えています。このあたりの方向性について、改
めて三重県にお伺いできればと思います。
三重県 大西◦先ほどのお答えと重なってしまうところもありますが、EV関連の助成金については効果
等も含めて研究中であり、検討に向けてしばらくお時間をいただきたいです。またJ-クレジット制度の
活用については、地域や環境への貢献につながるよう、検討を進めていきたいと考えています。

※1　CEV補助金：クリーンエネルギー自動車を購入する際に、国や地方自治体から支給される補助金のこと。
※2　�GXリーグ：「2050年カーボンニュートラル」の実現に向け、GX（グリーントランスフォーメーション）に積極的に取り組む産学官金が一体と

なって経済社会全体を変革するための議論と取り組みの場のこと。2022年2月に経済産業省が発表し、440社の賛同企業とともに2023年度
に本格稼働予定。

渋滞の緩和に向け、バイパス設置を急ぐ

ネッツトヨタ三重 渡辺◦三重県内における脱炭素に向けた重要な課題として、渋滞の緩和にも取り組
んでいただければと思います。例えば、四日市市内の国道23号線は渋滞のメッカとして知られており、
それこそ一日中渋滞しているような印象があります。アイドリングストップ機能が付いた自動車も増え
ていますが、基本的にはエンジンがかかったまま停車していることになるわけですので、このような道
路における渋滞の緩和は効果の高い対策になると考えています。当然、三重県においても把握されてい
ることと思いますが、お考えなどお聞かせ願えますでしょうか。
三重県 高間◦四日市方面の国道23号線、それから1号線は渋滞が頻繁に発生する道路であると認識し
ており、三重県地球温暖化対策総合計画にも渋滞の緩和が重要な課題であると記載しています。ご指摘
のあった国道23号線については、交通渋滞の緩和や地域産業の支援を目的に北勢バイパス、中勢バイ
パスの建設を急いでいるところであり、併せて、この両バイパスを接続する国道23号鈴鹿四日市道路
の事業が進んでいます。いずれも国の事業となりますが、三重県としても道路法等の規定に基づき、費
用の一部を負担しているところであり、また重要な幹線道路の整備を早く進めたいという意向を強く
持っています。国に対しての要望活動も複数回行っていますが、このように国に対して働きかけること
で事業が早く進展することも往々にしてありますので、引き続きしっかりと取り組んでいきたいと考え
ています。
ネッツトヨタ三重 渡辺◦それからもう１つ、近年弊社の女性社員が出産を経て、いざ仕事に復帰しよ
うというときに、子どもを預けられる保育園が見つからないということが増えています。仕方なく１年
余分に休むといったケースも出てきており、多様な働き方の実現が叫ばれる時代にそぐわない状況にあ
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るように思われます。こうした現状についての対応状況や今後の見通しについて教えていただけますで
しょうか。
三重県 高間◦保育所については、県内の保育園において保育士の数が足りていないという現状は把握
しています。職場の環境や条件等がネックになって人手が不足していると理解しております。県として
は多くの人に保育士を目指してもらうことを目的に、保育士の修学資金貸付制度の拡大、潜在保育士の
再就職支援といった取り組みを進めているところです。なかなかご満足いただける状況には至っておら
ず、ご迷惑をおかけしていますが、今後も引き続き対応を図っていきたいと考えております。

今後も継続的にグリーンボンドを発行

コープみえ 田中◦今回の「みえグリーンボンド」（令和4年度）の発行にあたっては、法人向けの応募倍
率が約8.2倍と多数の応募があったと聞いています。また、三重県内においても多くの企業がSDGsの
推進に取り組まれている中で、「三重県SDGs推進パートナー」には1,000件を超える登録申請があっ
たとも伺っており、県内におけるサステナビリティ推進に向けた機運は高まっていると感じています。
今後も三重県がグリーンボンド等の取り組みを進めていく上では、ぜひ県内の投資関係の方に多く割り
当てるといった優遇措置をご検討いただければと思います。
三重県 高間◦「みえグリーンボンド」に関しては、みえグリーンボンドフレームワークに基づいて事
業を進めていくことになりますが、発行額は令和3年度が50億円、令和4年度が70億円と広がってい
ますので、結果として、三重県内の投資家様に配分される額も増えたものと考えています。今後も三重
県として、具体的な地球温暖化対策に取り組んでいくのはもちろん、その中で資金が必要ということに
なれば、「みえグリーンボンド」を積極的に活用していくことになります。その際にはフレームワーク
に沿った形で、より多く発行できるよう対応していきたいです。グリーンボンドは地方債に位置付けら
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れる制度の1つですが、基本的に施設や設備を対象とした、いわゆるハード事業にしか充てられないこ
ととされています。こうした制約の中で、今年度は70億円の発行額としたところです。今後はより弾
力的な対応ができるよう、検討を重ねていきたいと考えています。

“チーム三重”でSDGsを推進

モデレーター◦ありがとうございます。それでは最後に本
日のエンゲージメント・ミーティングにご参加いただいた
皆様より、ひと言ずつメッセージをいただけますでしょう
か。
三重県 高間◦これまで「みえグリーンボンド」を2回発
行させていただきましたが、今回のエンゲージメントにご
参加いただいた方々を含め、多くの投資表明をいただきま
して、大変ありがたく感じております。温室効果ガスの排
出削減や気候変動への対応は避けて通れない重要な課題で
あり、三重県としてできることはしっかりとやっていきた
いと考えています。その際、グリーンボンドを活用した資
金の調達は重要な課題の１つとなりますので、引き続きの
ご支援をぜひよろしくお願いいたします。
三重県 大西◦本日は貴重な機会をいただき、ありがとうございました。我々としては、このたび改定
される「三重県地球温暖化対策総合計画」をしっかりと実行していくことが重要であると考えています。
この計画に沿ったさまざまな活動等を積極的に支援させていただきますので、今後ともよろしくお願い
いたします。
三重県 長﨑◦本日ご参加いただいた皆様は、それぞれ地球温暖化対策はもちろん、経済や産業の発展
にもつながるような取り組みをされていて、非常に参考になりました。三重県としても、皆様の取り組
みに連動するような形で、引き続き「ゼロエミッションみえ」プロジェクトを推進していきます。本日
はありがとうございました。
百五銀行 阿部◦私は当行の広報も務める立場上、「みえグリーンボンド」に関するニュースリリースな
どを目にする機会も多かったのですが、やはり全国的にも注目度が非常に高かったという印象を持って
います。そういった中で、実際に三重県の将来に資するような取り組みが熱心に行われており、また県
内の各企業様によるSDGsへの取り組みも一緒に伺うことができ、非常に有意義な時間となりました。
山本建材 山本◦各企業様の取り組みをお聞かせいただきまして、非常に参考になり、また刺激となり
ました。今後も我々は地域活動、事業活動を通じてSDGsへの貢献を続けていきますので、よろしくお
願いいたします。
コープみえ 田中◦私は組織活動推進部に所属しており、SDGsや投資関連の部署ではないため、こう
した場でお役に立てるか懸念するところもあったのですが、環境保全や地域づくりといった観点でご報
告ができ、大変よかったです。また他の企業様のお話も興味深く聞かせていただきました。特に山本建
材様におきましては、建材という業界で、あれだけ色々な活動されているということに驚きというか、

岡三証券 資本市場部長

細川 浩義
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興味関心を持ちました。こうした場でつながれたことを感謝しつつ、今後とも情報共有等させていただ
き、次の活動につなげていきたいと考えています。
ネッツトヨタ三重 渡辺◦昨年4月に初めて管理部に異動となり、そこで初めて「みえグリーンボンド」
の存在を知り、このような取り組みがあるのかと個人的に驚かされました。弊社としても、脱炭素に向
けた効果的な取り組みには率先して協力していくつもりです。今回のミーティングの場をきっかけに企
業同士の横のつながりを強くしていければ、プラスアルファの活動もできるかもしれないと感じました。
モデレーター◦本日は貴重なお時間をいただきまして、誠にありがとうございました。今回のエンゲー
ジメント・ミーティングですが、単に投資家様と発行体様がディスカッションするという場ではなく、
今後の三重県の持続的な発展をけん引されていく皆様が、それぞれの分野でSDGs推進に向けて“今で

きること”そして“これからすべきこと”
を分かりやすく説明いただく機会になっ
たと感じています。実は岡三証券も、三
重県津市を創業の地とするチーム三重の
一員であります。今後も証券会社として
SDGs債の販売等を通じて、このマーケッ
トをさらに発展させていくことで、三重
県のカーボンニュートラルに貢献してい
きたいと考えています。本日は皆様、あ
りがとうございました。
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【ご注意事項】
本資料に記載の商品等へのご投資には、各商品等に所定の手数料等（株式の売買取引の場合は約定代金（単価

×数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750円を下回った場合は2,750円（税込み））の売買手
数料、国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。外国株式の海外
委託取引には、約定代金に対し、最大1.375%（税込み）の売買手数料をいただきます。外国株式の国内店頭（仕
切り）取引では、お客さまの購入および売却の単価を当社が提示します。この場合、約定代金に対し、別途の手
数料および諸費用はかかりません。債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入する場
合は購入対価のみをお支払いいただきます。投資信託の場合は銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報
酬等の諸経費、等）をご負担いただきます。ただし、株式累積投資は一律1.265％（税込み）の売買手数料とな
ります。
2037年12月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税さ

れます。

※�外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に
係る現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはで
きません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。

なお、各有価証券等は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による評価額の変
動によって損失が生じるおそれがあります。また、有価証券等は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変
化およびそれらに関する外部評価の変化等により、評価額が変動することによって損失が発生するおそれがあ
ります。債券については元本や利子の支払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等
のおそれがあります。金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用
され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただし、適用される
制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。外国証券については、為
替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
商品毎の手数料等およびリスクは異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面や目論見書または上場

有価証券等書面を十分にお読みください。
本資料は岡三証券が信頼できると判断した情報に基づいて作成されたものですがその情報の正確性、完全性

を保証するものではありません。また、資料中の記載内容、数値、図表等は、本資料作成時点のものであり、
事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本資料に記載されたいかなる内容も将来の投資収益を示
唆あるいは保証するものではありません。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるよう
お願いいたします。

（2022年1月改訂）

商号等：	 岡三証券株式会社　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第53号
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	 一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本暗号資産取引業協会


